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令和 ３年 ７月 30 日 

岡山市長 様 

                 応募者代表 団体名  NPO 法人タブララサ 

                       氏 名  利根 弥生 

 

令和３年度「おかやま協働のまちづくり賞」に応募します。 

募集テーマ：「「ごみ」を減らし、「資源」で生かす」 

取組の名称 エコをスマートに -エコスマプロジェクト- 

 

 

取組の概要 

 
インターネット投票を行

うサイトにそのまま掲載

します。 

今年のテーマとの関連が

わかるよう、目的及び取組

概要、アピールポイントを

300 字（句読点含む）以内

で記載してください。 

すてきなイベント、楽しいイベントに、ゴミの山は似合わない！ 

エコをスマートに取り入れられるイベントの実現のため、”エコスマ”プロジ

ェクトを展開しています。ゴミステーションの効果的な運用やリユース食器の

導入。ゴミを減らすアイデアの提案は 2004 年から様々なイベントに取り入れら

れてきました。100 杯のドリンクをワンウェイの食品容器で提供すると 100 個

のゴミが出てしまいますが、リユース食器に変えればゴミはゼロ。イベントを

楽しむ人が自然と一緒にゴミを減らす取組の実践者になるのです。さらに貸し

出した食器は福祉施設に洗浄を依頼し、フェアな仕事の分担を実践。エコでス

マートなイベントを実現するのは、ほんの少しの工夫なのです。 

成果・効果 

 
取組を通じて得られた成果

や、解決した社会課題の状

況、また関連した地域への

効果や変化などを書いてく

ださい。 

これまでに貸し出したリユース食器の数は約 10 万個(概算)。その数だけゴミと

なるはずだった使い捨ての食品容器やカトラリーが削減されたことになりま

す。 

それらの環境負荷に関する具体的な例として、2017 年度に実施したファジアー

ノ岡山ホームゲームにおけるリユース食器の導入実験(11/5 分)では、リユース

カップが 2,529 個使用され、CO2 削減量に換算すると 210.98kg 分、スギの木が 

1 年間で CO2 を吸収する量に例えると 15.1 本分を削減することとなりまし

た。 

また、食器の貸し出し料には洗浄代が含まれており、貸し出した食器の洗浄は

福祉施設に依頼。劣悪な条件の業務をせざるを得ないケースもある福祉業界で

すが、リユース食器が使われた分だけ福祉施設にはフェアな金額設定のお仕事

が生まれ、収益の一助となっています。 

リユース食器を使用したイベントでは様々な気づきが生まれています。イベン

ト主催者からは「ゴミの出ないイベント運営がとても快適である」との声があ

ったり、利用者からも「使い捨てよりもしっかりしたつくりで使いやすい」「イ

ベントが環境に配慮していることを知れて好感がもてる」など、何気なくゴミ

を増やしてしまっていたことを見直すきっかけをたくさんの人に提供してきま

した。 

さらに、2018 年度に岡山市内の町内会での企画に対するリユース食器導入を展

開したことを機に、岡山市議会議員の方が議会質問でこの取り組みを取り上げ

てくださり、広く浸透していくべき取り組みであるとの評価を受けました。ま

た、長年地域のイベントでリユース食器を利用してくださっている方は環境に

配慮した企画運営をしていることが評価され、倉敷市長から表彰をいただくこ

ととなりました（令和元年・二福小いきいき子ども支援の会）。 



〔様式１〕  協働による社会課題解決の取組の内容 
 

取組の名称 エコをスマートに -エコスマプロジェクト- 

 

テーマとの関連 

 

リユース食器を導入したイベントでは食品容器ごみを出さない運営ができます。食品容

器の多くがプラスチック原料でできていることも、昨今の脱プラスチックの意識からワ

ンウェイでの使用を疑問視されており、さらには形や種類の異なる容器をゴミとしてひ

とまとめにしたときの”かさ”の大きさも問題となります。リユース食器を使うことは

ゴミを削減するという大きな目的以外にも、イベントの運営でのゴミ処理負担が減るこ

と、イベントへの来場者も快適に飲食を楽しめることなど様々なメリットがあります。

「ゴミを減らす」イベントの運営が、「もっと素敵なイベント」の実現につながっている

のです。 

取組の目的・目標 

すてきなイベントは運営もすてきに。ゴミを出さないというスタンダードの確立を目指

します。 

現状では、地域のお祭りでも、野外の音楽イベントでも、スポーツ観戦の会場でもゴミ

はつきもの。だからといって、中身があふれるゴミステーションや、本部の裏に積まれ

たゴミ袋の山はあって当然ではない、なくなってしまうべきというのは共通の感覚であ

るはずです。 

様々なアイデアを凝らし、必要であればリユース食器を導入したり、ゴミステーション

の運営を見直すなどし、イベントではたくさんのゴミが出るという当たり前の認識を変

えていきたいです。 

取 組 の 内 容 

 
 

◎取組の内容について具体的に書いてください。 

１ 取組の対象：対象地域、対象者、対象人数など 

岡山市内、県内、あるいは岡山県以外のエリアにも貸し出しの実績あり。 

対象者は各イベントの参加者やイベント主催者。 

これまでのリユース食器貸し出し実績は約 10 万個(概算)。 

 

２ 活動内容、実施方法など 

イベントからゴミを減らすアイデアの提案を行っています。依頼を受けたイベントの主催者と協議

し、企画にあったゴミの減らし方を提案。その多くがリユース食器の貸し出しとなっています。 

スポーツイベントなど大規模な貸出の際には、タブララサのスタッフが現地でゴミステーションの

運営を行うこともあります。 

（リユース食器貸し出しの流れ） 

タブララサで食器を保管 → イベント主催者からの利用申込 → 食器の貸出 → イベントでの

利用 → 返却 → 洗浄を福祉施設に依頼 → タブララサで食器を保管 

 

３ 工夫した点や取組の特徴 

活動のきっかけは、のちのタブララサを立ち上げることになる当時のメンバーが自分たちでイベン

トを企画した時の気づきでした。たくさんの人に楽しい時間を過ごしてもらいたいという思いで実

施した企画で、たくさんの食品容器ごみを自分たちが排出してしまったことに疑問を感じたとのこ

とです。その率直な疑問は周りの多くの企画でも共通の理解を得られることとなりました。 

ゴミを減らすアイデアの提案をしてきた場所は多岐に渡ります。大規模イベント会場で開催された

フリーマーケット（ときめきフリマ2008inコンベックス岡山）、スポーツの試合が行われるスタジ

アム（ファジアーノ岡山ホームゲーム,2016,2017）、町内会主体の地域のお祭り（高島地区、宮浦

地区など,2018）、マルシェやフードイベント（有機生活マーケットいち、UNOICHIなど多数）など。

利用していただく現場が多様であればあるほど、リユース食器に触れる、あるいはこのような取り

組みを初めて知るという人の層も幅広くなります。タブララサからイベントの主催者へ、そしてそ

の来場者へと取り組みが広がり、そこでまた新たなイベントでの利用につながっていく…イベント

からゴミを減らすことがすてきなイベント運営に繋がるという気づきの輪はこれまでも、そしてこ

れからも広がっていきます。 

 

◎取組をＷＥＢ等で告知している場合はそのＵＲＬを書いてください。 

https://nporasa.org/project/ecosma/ 



取組の実施期間 

今後の活動展開

など 

 

始期：  2004 年 3 月～ 
☑   継続予定 
□ 令和  年  月終了 
□ 令和  年  月頃終了予定 

◎今後の成果の普及や活動展開などについて書いてください。 

タブララサのホームページ内で過去の貸出実績などを公開。環境配慮やまちづくりの観

点から私たちの実績が活用できる場面があれば、進んでその実績を共有していきます。 

ただ現在の課題として、感染症のリスクから使用済み食器を福祉施設で洗浄することが

難しくなってしまったため、どのように感染対策を行うか、あるいは食器の洗浄を今後

はどう展開するべきか、今年度中を目処に解決する必要があります。 

 

協働による 

効 果 

岡山市環境事業課との協働は、私たちが願い続けて叶えられなかった「環境配慮を意図せ
ず集まった多くの人にリユース食器を手にしてもらう場」を実現することとして、ファジ
アーノ岡山との企画を実施することができました。 
岡山市手をつなぐ育成会のみなさんに食器の洗浄を依頼していることは、食堂を経営して
いる強みから食器洗浄に適した環境があり、一方では作業者さんたちの特性を活かした厳
しい検品により、リユース食器の清潔と品質管理が保たれています。こちらからはリユー
ス食器が使われたイベントの報告などをすることで、作業者さんたちの仕事が社会にいい
影響を及ぼしていることを実感してもらえています。 

協働団体と 

その役割 

 

※協働団体が他分

野にわたっている

ことや、各団体の関

わりの深さも評価

の対象となります。 

※足らない場合は

欄を追加してくだ

さい。 

 

団 体 名 岡山市環境局環境事業課 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 ☑  行政 □その他（  ） 

役 割 2016,2017,2018 年度実施事業担当課 

団 体 名 社会福祉法人岡山市手をつなぐ育成会 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ☑  その他(社会福祉法人) 

役 割 リユース食器の洗浄 

団 体 名 リユース食器ネットワーク（（財）地球・人間環境フォーラム） 

団体種別 □住民自治組織 ☑  市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 ネットワークでの情報公開、情報提供 

団 体 名 UNKAI NATURAL KAMP 

団体種別 □住民自治組織 ☑  市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 リユース食器の利用 

団 体 名 二福小いきいき子ども支援の会 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 リユース食器の利用 

団 体 名 岡山市市民協働局 ESD 推進課（現：SDGs・ESD 推進課） 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 ☑  行政 □その他（  ） 

役 割 リユース食器の利用 

団 体 名 岡山県立岡山東支援学校 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 ☑  教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 リユース食器の利用 

団 体 名 ひまわりマーケット実行委員会 

団体種別 □住民自治組織 ☑  市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 リユース食器の利用 

団 体 名 UNOICHI 実行委員会 



団体種別 □住民自治組織 ☑  市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 □その他（  ） 

役 割 リユース食器の利用 

団 体 名 アスエコ（公益財団法人岡山県環境保全事業団） 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ☑  その他（  ） 

役 割 リユース食器の利用 

団 体 名 岡山大学祭実行委員会 

団体種別 □住民自治組織 □市民活動団体 □企業 □教育機関 □行政 ☑  その他（  ） 

役 割 リユース食器の利用 

 


